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名古屋駅周辺・伏見・栄地域 
愛知県名古屋市 ｜ 面積：約 401ha【うち特定都市再生緊急整備地域：約 303ha】 

■エリアの概要
○戦災復興区画整理事業によって形成されたまちの更新時期の到来
○名古屋駅地区と栄地区が大きな２つの中心核を形成
○広域交流の拠点にふさわしい国際競争力のある都市再生を推進
■都市再生に向けた戦略（成功要因）
○容積需要に応じた段階的な緩和手法により、広域交流拠点に相応しい都市機能を誘導
○集約効果のある都市開発事業に合わせ、事業区域外での公共貢献を引き出す
○地域のシンボルである公園再生を市民と一緒に考え、にぎわいを生む空間に
■制度の活用状況（令和２年４月時点実績）
○都市再生特別地区：８地区
○民間都市再生事業計画の認定：６計画
○国際競争拠点都市整備事業：３事業
○安全確保計画：平成 26 年策定済み（名古屋駅周辺地域）

中部圏の核であり、東京・大阪の大都市を結ぶ広域交流の拠点である名古屋駅周辺・伏見・栄地域

において、まちの更新に合わせて、広域交流の拠点にふさわしい用途の誘導などにより、国際競争力

のある都市再生に取り組んでいる。成功要因としては、旺盛な容積需要を活用して、用途の誘導や事

業区域外を含めた公共貢献を引き出していること、また公園の再生を市民と一緒に考え、Park-PFIを

活用してにぎわい創出の起爆剤として再生していることが挙げられる。 

提供：名古屋市 
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３）都市再生に向けた戦略（成功要因） 

容積需要に応じた段階的な緩和手法により、広域交流拠点に相応しい用途を
誘導 

名古屋市では、劇場やホール等の文化施設など、交流や賑わいを生み出す広域的な拠点施設を
公共交通の利便性の高い都心に整備しやすくするために、令和元年4月から「特定用途誘導制度」
の運用を始めており、特定用途誘導地区内において誘導施設を導入した場合に、最大 70%まで緩
和される。 
また、名古屋駅周辺・伏見・栄地域を含む区域において、令和 2 年 10 月に指定容積率を緩和

するとともに、地区計画を決定し、「名古屋駅・伏見・栄地区都市機能誘導制度」を運用している。
これまでの指定容積率を地区計画基準容積率として設定し（一部を除く）、交流や賑わいを生み
出し圏域の魅力向上及び国際的なビジネス環境の強化に資する広域的な拠点施設など（誘導用途）
の整備や、市街地の環境の整備改善に資する取り組み（公共貢献）の実施などの基準に適合する
場合に、市長の認定によりこれまでの新たに設定した指定容積率まで緩和を行っており、最大
300%まで緩和がされる。 
さらに、300％を超える緩和が行える制度として、都市再生特別地区を活用している。 

運用指針のもと様々な公共貢献を引き出し、都市再生特区の効果を最大化 
都市再生特別地区の運用にあたっては、「名古屋市都市再生特別地区運用指針」を策定し、都市

再生特別地区の「運用にあたっての考え方」、「評価の視点」を示している。この「評価の視点」
においては、従来の都市開発諸制度の容積率の設定の際に評価項目としていた、有効空地の確保
や公益施設の導入、公共施設の整備・更新などに限定することなく、都市機能の改善・向上、地
球環境の改善、地域経済の活性化といった多面的な観点での積極的な提案を期待しており、実際
に地区外における歴史的建造物の保存といった取組を民間事業者から引き出している。 
また、容積率の限度等の設定にあたっては、都市再生に対する貢献に相応しい適切なものとな

っているか、またどのくらいの貢献度合いかを庁内での検討を重ね、総合的に判断を行っている。 
 
 
 
 

  

＜評価対象の例＞ 

・文化・交流機能や防災機能など地域に不足している機能の充実 

・地区外における関連公共施設等の整備 

・他の地域にない特性を活用した独創的な都市の魅力の創出 

・都心部における公共空間、市内の緑地や水辺空間、または歴史的建造物などの都市の環境試算を創出・保

全・活用など 

出典：名古屋市都市再生特別地区運用指針の概要（名古屋市） 
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地域のシンボルである公園再生を市民と一緒に考え、にぎわいを生む空間に  
名古屋市では、広域交通結節点である名古屋駅地区を来訪者を迎え入れる場、百貨店などの商

業や文化施設等の集積がある栄地区を来訪者をもてなす場として捉えてきた。しかし、名古屋駅
地区において民間開発が先行し、大型商業施設が出店したことに伴い、相対的に栄地区の活力が
低下し、民間投資による都市の機能更新もなかなか進まない状況が続いていた。 
こうした状況の中、平成 25 年策定の「栄グランドビジョン」に基づく公共空間の再生の一環

として、栄地区のシンボル軸である久屋大通公園の再生を栄地区の賑わい創出の起爆剤とするた
め、飲食イベントやステージ、パブリックビューイングなどの社会実験や、再生のあり方につい
てのシンポジウム、600 件近い意見が出された市民意見募集などを実施し、利用者である市民と
一緒に考えながら検討を行った。 
こうした公共空間を利用者目線で再生することにより、多くの人に利用される空間になり、人

の流れを変え、まちに賑わいを生んでいる。利用状況では、北エリアでは近所の子どもや幼稚園
などにも利用されており、テレビ塔エリアでは買い物客の利用が多い。また、公園内を散策して
いる人も多く見られる。 

 
 
 

  

出典：栄地区グランドビジョン（名古屋市） 
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 背景・特徴  

広域交流の拠点の形成に寄与するホテルやシネコン等多彩な都市機能を導入 
従前には昭和 48 年に建設された第二豊田ビルが当地区の主要な業務ビルとしてその役割を果

たしてきたが、施設の老朽化が進んでおり、さらに都市機能の高度化や安全性の向上等が求めら
れていた。 
また、当時の名古屋都心部の総合的なまちづくりの指針であった「名古屋市都心部将来構想」

において、本事業が位置する名古屋駅周辺地区の将来像は「世界都市名古屋にふさわしい活力あ
る複合都心」を目指すとされており、業務・商業・文化機能等が集積した国際的なビジネスセン
ターの形成や、地区全体として交通利便性が高く、移動性にすぐれた、歩いて楽しいまちの形成
などが、まちづくりの方向性として示されていた。 
こうしたまちづくりの方向性を踏まえ、最新鋭のオフィスのほか、都市活動を支える高質なホ

テルや都市型シネマコンプレックス等を導入することにより、多彩な都市機能を集約した複合施
設となっている。なお、シネマコンプレックスは、近接するミッドランドスクエア内の「ミッド
ランドスクエアシネマ」の２号館であり、両施設を併せて 14 スクリーン、2,205 席と、市内最大
規模のシネマコンプレックスとなっている。 

地下街との接続により回遊性を向上  
地下街及び周辺で先行開発されていたミッドランドスクエア、名古屋クロスコートタワーなど

と地下レベルで連結することによる環状ネットワークを形成し、地上と地下の連続性を高めるサ
ンクンガーデンにより、名古屋駅周辺地区における歩行者の回遊性を向上させている。また、こ
の部分については地震などの災害時には、一時避難場所としての活用も想定されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■ 環状に繋がる地下通路 

提供：名古屋市 
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街区形状を変更し歩道状空地を確保し、隣接する公園と一体的に整備  
道路の付替えと空地確保により、名古屋駅周辺地区において不足している大規模なオープンス

ペースを確保することにより、市民の憩いの場の創出が図られている。 
また、当該オープンスペースには高木の並木を整備することにより、公共貢献の一環として復

旧工事が行われた西柳公園と連続した緑豊かな街並み景観が形成された。 
西柳公園は、周辺が業務系の土地利用であることに考慮した設えとなっており、昼食時にはオ

フィスワーカーがくつろぐ姿が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

提供：名古屋市 

■ 新設道路から西柳公園方面の様子 ■ オープンスペースから西柳公園方面の様子 

■ 西柳公園から新設道路方面の様子 

提供：名古屋市 

■ 配置図 

提供：名古屋市 

提供：名古屋市 
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 構想・実行段階での工夫点  

エリアのほぼ全域を Park-PFIの整備区域とし、民間提案の自由度を高める  
北エリアとテレビ塔エリアの約 54,500 ㎡のほぼ全域を整備区域とし、建蔽率緩和の特例によ

り、設置可能な建築面積の合計の上限を 5,400 ㎡として公募を行うことで、比較的自由度の高い
提案を可能にした。 

指定管理者制度も組み合わせて事業者を公募  
事業者の公募にあたっては、収益施設の整備、管理運営、公園施設の整備を民間事業者が実施

する「Park-PFI」と、公園施設の管理運営を民間事業者が行う「指定管理者制度」を組み合わせ、
また事業期間を Park-PFIの期間である 20 年間に合わせて公募を行った。 
それにより、民間事業者が収益施設と公園施設を一体として整備し、管理運営も一体として行

っている。 
 
 
 
 
 

エリア別の空間イメージを示した上で民間提案を求める  
平成 25 年に策定された「栄地区グランドビジョン」では、久屋大通公園の再生を栄地区の活

性化の起爆剤として捉え、エリア別の空間イメージが示されており、そのイメージに基づいた事
業提案を求めた。 

 
 
 
 
   

■久屋大通公園のエリア別の空間イメージ 

出典：栄区グランドビジョン（名古屋市） 


